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№ 団　体　名 代 表 者 活　動　内　容
43 島潟花と緑の会 澁 谷　 慶 一 市中央公園花壇の管理、島潟児童公園花壇の管理をボランティアで

行っている

44 手話サークル　木の芽の会 奥 田　 明 子 手話学習、手話通訳。聴覚障がい者との交流・支援
45 消費生活サポーター　あやめネット 大 倉　 眞 弓 悪質商法の被害防止啓発活動を寸劇・歌・クイズなどで紹介しています
46 清月会（清月流民謡道） 清 野　 武 夫 古来から伝わる民謡の伝承活動、ボランティアの育成、地域の皆様

の健康推進等

47 たんぽぽの会 大 橋　 京 子 勉強会、親睦会、変形性股関節症の専門医による講演会
48 地域活動支援センター　フリースペースみのり 井 浦　 一 彦 生きづらさを抱えた方々が共に理解しあい、楽しく過ごせる居場所です。
49 小さな絵本の読み聞かせ　アイリス 長谷川 百合子 福祉施設の子ども向けに、絵本、紙芝居、マジック等で活動しています
50 チーム・アイビー 倉 嶋　 照 代 演歌や童謡の披露を通して、参加者全員に楽しく愉快なひと時をお

送りします

51 チェリー婆＆末広座 五十嵐　絹子 昔語り、語り劇、ダンス、舞踊、スコップ三味線、フラダンス等公
演します

52 特定非営利活動　五十公野山もりづくりボランティアの会 市 川　 輝 雄 五十公野山を市民の健康を支える森林浴の場として環境を整え、次
代を担う子ども達に継承する

53 特定非営利活動法人　加治川ネット21 篠 田　 令 子 環境の保全を図る活動、文化の振興を図る活動、まちづくりの推進
を図る活動、社会教育の推進を図る活動

54 特定非営利活動法人　きいろいふうせん 小 林　 信 雄 高齢者や障がい者宅の清掃・草取り・除雪・物品等の運搬の支援、
お年寄りのお話し相手等

55 特定非営利活動法人　きらきら家族 本 間　 眞 澈 高齢者の介護支援サービスなど
56 特定非営利活動法人　作業所あゆみ 石 井　 史 洋 中途障がい者の作業所を運営。金魚台輪や栞等の製作販売をしています
57 特定非営利活動法人　新発田市手をつなぐ育成会 籠島　由美子 知的障がい児・者の余暇・日中活動の支援
58 特定非営利活動法人　自立生活センター新発田 高 木　 浩 久 障がいのある人無い人が互いにふれあい知り合う場所の提供。利用

者の適性に応じての作品作りと販売

59 特定非営利活動法人　はとの会 長谷川　健吉 聴覚、身体、知的、精神等、障がいを持っている方々の活動や就労
の支援

60 特定非営利活動法人　ユー＆ミーの会 佐 藤　 恭 子 家庭排出有機資源の回収及び発酵、有機資源のリサイクル指導等
61 豊浦みんなの会 小林　三ツ枝 老人施設での各種行事への参加、小学校・保育園での支援活動、食

育ボランティア

62 新潟いのちの電話後援会　下越支部 神 田　 敬 一 下越地域における「自殺防止運動の展開」「新潟いのちの電話への
支援」を目的とする

63 新潟県赤十字安全奉仕団新発田市分団 古 俣　 勉 災害救護活動、救急法の普及
64 新潟県退職公務員連盟新発田支部 日本舞踊教室 伊 藤　 順 治 伝統芸能の素晴らしさ、楽しさを日本舞踊で味わってみませんか
65 ニュー・マジックシバタ 斉 藤　 進 子ども・高齢者向けにマジック体験教室　施設慰問（学校・こども

園・老人会等）

66 人形劇サークルどらのこ 桐生　美砂子 保育園、幼稚園、福祉施設等を訪問して生の人形劇を上演する
67 認知症の人と家族の会　新潟県支部新発田地区 小 林　 敏 夫 毎月認知症の人とその家族が集まって話し合い励まし合い心のケア

をする

68 年金者の会 八 幡　　 紀 年金・医療・介護・福祉の相談活動
69 花ふやし隊 椿　　　 隆 国道113号、加治川治水公園協定に基づく美化活動を行う。その他

花の植栽

70 ハニーフレンド 佐 藤　 正 子 子育て支援
71 ＢＪレモンズ 斉 藤　 則 子 ハーモニカ演奏やハーモニカの伴奏で歌ってもらう。童謡、演歌、

歌謡曲など

72 非営利活動組織　ときわ里山クラブ 波多野　利治 自然環境保全活動として五十公野山を中心に環境保全に取り組む
73 フードバンクしばた 佐 藤　 哲 也 市民や企業等から安全に食べられる食品の寄贈を受けて、生活困窮

者に届ける活動等

74 ボランティア紫雲寺友の会 阿 部　 佳 子 70歳以上の介護認定を受けていない一人暮らし高齢者世帯等に手作
りお弁当を安否確認も兼ねてお宅にお届けする

75 ボランティア　ふるさと 河 村　　 博 要援護者の軽い雪のけやご利用者の依頼により、庭等の屋外作業が
主体です

76 ボランティア指人形そら 大 澤　 静 子 手作りの指人形を使い昔話、童話、踊りを公演
77 ムチャーチャ 岩 川　 実 春 小学校での読み語り、老人福祉施設への慰問、ドミニカ共和国支援

をしています

78 指人形カッパ 長谷川　武夫 絵本の読み聞かせ、指人形劇、アコーディオン演奏
79 夢づくりいたやま 井 伊　 博 人 ひめさゆりの保全及び育成、ビオトーブ整備保全、板山の歴史編集、

夏祭りの継承等

80 要約筆記サークル四季 渡 邉　 美 智 聴覚障がい者へ筆記通訳する技術を向上させるための学習、要約筆
記普及のための活動

81 憙乃会 本 間　 文 枝 踊り、唄による施設訪問等
82 米倉アジサイ園を育てる会 齋 藤　 信 子 アジサイ園と米倉地域の特性を活かした都市と農村地域の交流事業

の企画・実践

83 リフトカーあやめ会 杉 原　 眞 之 障がい等により外出が困難な方に対して、車いすも対応可能なリフ
トカーによる送迎

84 レクリエーションボランティアクラブ 熊 倉　 義 治 講習会、新発田市、地域団体レクリエーション事業への協力。地域
住民の交流の場への協力



社会福祉協議会費のご協力の時期の延期について
　日頃より社会福祉協議会の事業推進につきましては、格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、例年５月に社会福祉協議会費につきまして、地域の皆さまにご協力をお願いしておりますが、新型コロナ
ウイルスの感染が広がり、全国に緊急事態宣言が発令され、より一層
人との接触を控えるよう求められています。そのため、社会福祉協議
会費のとりまとめを11月以降に延期させていただくことといたします。
　詳しい内容が決まりましたら、改めてご協力をいただきますようお
願い申し上げます。

マスクの下は プロジェクト笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔笑顔
～今こそ「やるべき」こと 今だから「チャレンジ」すること in 新発田～

あなたの「マイ☆チャレンジ」を募集します
　何をして過ごしてよいのか悩む今だからこそ、個人
や団体、企業などで取り組んでいる「新たなチャレンジ」
を教えてください。社協だより（６月・７月号）とホー
ムページで随時ご紹介します。

【マイ☆チャレンジの提出先】
　① ホームページの「マイ☆チャレンジ 募集フォーム」
で投稿

　② 窓口で「マイ☆チャレンジ 募集シート」を提出
（FAX可）

【募集期間】
　令和２年５月15日（金）～６月30日（火）
【お 願 い】
　 　マイ☆チャレンジにご協力いただく場合、氏名（団
体名や企業名）・電話番号・住所・投稿用ニックネー
ムが必要となります。

新発田市社会福祉協議会ホームページ
http://www.shibata-shakyo.or.jp/

あなたへ「おもいやり♡マスク」を届けます
①おもいやりマスクのキット無料配布
　 肌に接触したときに与える摩擦が少ないスマイルコッ
トンとオーガニック素材のゴム、ダブルガーゼ、マ
スクの型紙が入っている「おもいやりキット」を無
料配布します（一人１セット）。
【配 布 数】先着1,000名（なくなり次第終了）
【配布場所】新発田市ボランティアセンター１階
　※ 窓口で「おもいやりマスク」を愛（合）言葉にお渡しします♪
②マスクづくりボランティアの募集
　 おもいやりマスクを作成していただける個人や団体、
企業などのボランティアを募集します（目標2,500枚）。
【お届け先】
　・ 市内の幼稚園や保育園の年中さんと年長さん等（1,600枚）
　・ 医療、福祉、子育てに従事している職員の皆さん（500枚）
　・ 障がいや病気などの理由でマスクが作れない方（400枚）
【作 成 数】2,500枚（子ども用1,600枚／大人用900枚）
【配布時期】６月中旬頃の配布を予定しています
【お 願 い】 マスクづくりボランティア活動をする時は、手洗

いやマスク着用等の衛生面に配慮をお願いします
【そ の 他】 コロナウイルスが終息後（秋季頃を予定）、お

もいやりマスクづくりで余った生地を集めて、
当会キャラクターの布貼り絵を作成しますので、
作成時に余った布は大切に保管をお願いします

　社会福祉協議会は、市民の皆さまから寄せられたご寄付を活用して、地域福祉を推進するための活動を行っています。
子どもや高齢者、障がいに関する取り組みをはじめ、近年ではニートなど生きづらさを抱える若者の支援、地域みまも
り隊活動の推進、孤立や空き家を予防する事業など様々な活動を展開しています。
　また、この度の新型コロナウイルス感染症に関する取り組みとしては、緊急小口資金（特例貸付）や総合支援資金の
相談援助、マスクの下は笑顔プロジェクトなどにも取り組んでいます。
　今後も、皆さまからのあたたかいご寄付を地域のために活用させていただきます。

社会福祉協議会では皆さまからのご寄付を受け付けています
～寄付はあなたから地域への贈りもの～

新発田市社会福祉協議会
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線 ①型紙に合わせて生地を裁断する。

　（裏地の型紙は裏地裁断線に合わせて
裁断する。）

②表地、裏地をそれぞれ中表にして★
を縫う。

③★のぬいしろに１㎝間隔で切れ目を
入れる。

　（縫い目から２㎜程度離れたところま
で切れ目を入れる）

　切れ目を入れたぬいしろを左右にア
イロンで割る。

④表地と裏地を中表で合わせて上下を
縫う。

　そのとき、縫い目同士をしっかりと
合わせる。

⑤横から手を入れ、表にひっくり返す。
　表地のゴム通し口を三つ折りにして
縫う。

⑥マスク用ゴムを通し結んで、完成!!!

実物大 おもいやりマスクの型紙
(手ぬい用 )

表地：
　型紙どおりに裁断
　した布２枚
裏地：
　型紙どおりに裁断
　した布２枚
マスク用ゴム：
  25㎝程度を２本

※参照元   nunocoto fabric 
URL: https://book.nunocoto-fabric.com/15460.html

★

★

　新型コロナウイルス感染症の拡大が、地域の皆さまの生活に大きな影響を与えています。外出や活動が自粛され、人と人
とのつながりが持ちにくい状況が続く今だからこそ、令和元年度に市民の皆さまから社会福祉協議会に届けられた寄付金を
活用して、皆さまと心をひとつに『マスクの下は笑顔プロジェクト』に取り組みます！！

地域の皆さまの “マスクの下が笑顔” になりますように…地域の皆さまの “マスクの下が笑顔” になりますように…

新発田市社会福祉協議会　地域福祉課　TEL 23ｰ1000問い合わせ先
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●感染が疑われる場合　※感染が疑われる方の相談窓口となりますので一般相談はお控えください
　☞帰国者・接触者相談センター（新発田保健所内）
　　　受付時間：平日 午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　土日・祝日 午前９時00分～午後５時00分
　　　連 絡 先：電話 26-9651　FAX 26-6800
　☞聴覚障害者相談窓口
　　　受付時間：午前９時00分～午後９時00分（土日・祝日も実施）
　　　連 絡 先：FAX 03-3595-2756
　　　Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/shougaifukushi/enkakusyuwa-r20501.html
●各種相談先
　☞貸付に関する相談（新発田市社会福祉協議会）
　　　相談内容：収入の減収、休業や失業等により、生活再建に必要な資金の貸付を行います
　　　受付時間：平日 午前８時30分～午後５時30分
　　　連 絡 先：電話 23-1000
　☞住居確保給付金に関する相談（市社会福祉課）
　　　相談内容：離職、廃業、休業等により、住居を失うおそれのある方に家賃の給付を行います
　　　受付時間：平日 午前８時30分～午後５時15分
　　　連 絡 先：電話 28-9221
　☞事業者総合相談窓口（市商工振興課）
　　　相談内容：事業者の方を対象に、各種制度についての相談や紹介を行います　
　　　開設期間：５月31日（日）まで
　　　会　　場：生涯学習センター１階　特設会場
　　　受付時間：平日 午前９時00分～午後７時00分　土日・祝日 午前９時00分～午後５時00分
　　　連 絡 先：電話 28-7425

平日 
土日・祝日
電話 FAX 

FAX 

平日 
電話 

平日 
電話 

平日 土日・祝日
電話 

新型コロナウィルス感染症に関する相談について

感染症対策へのご協力を
お願いします

新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、
「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エチケット」です。

3つの咳エチケット 正しいマスクの着用電車や職場、学校など
人が集まるところでやろう

マスクを着用する
（口・鼻を覆

おお
う） 袖で口・鼻を覆

おお
うティッシュ・ハンカチで

口・鼻を覆
おお
う

鼻と口の両方を
確実に覆

おお
う

1 ゴムひもを
耳にかける

2

隙間がないよう
鼻まで覆

おお
う

3

新発田市社会福祉協議会のホームページにて、マスクの
作り方の詳細など特集ページを作成しています♪

新発田市社会福祉協議会

出典：首相官邸ホームページ

厚労省
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年今 度 事 業 計 画
　今年度は次の点を重要事項として取り組みます。
　この重要事項については、平成29年度に策定した「地域福祉（活動）計画」（２期計画）と一体的に取
り組みます。

重 点 事 項

　社会生活の中で共に支え合い、一人ひとりが生
きる喜びを味わうことができるよう「共に生きる」
力と心の豊かさを育むためには、地域住民、ボラ
ンティアの協力が不可欠であると考えます。市民
全体が生きがいをもち、輝けるように推進し、家庭、
地域、民生委員・児童委員、学校、施設、企業等
のネットワークづくりを目指し、諸条件の整備に
努めます。

ボランティア活動の推進

福 祉 事 業

　市並びに関係機関との連携のもと、民間福祉活
動の重要性について市民の理解を深め、市民ニー
ズに即応した社協活動の推進と関連団体等の活動
支援に努めます。

総合的事業

　高齢者が要介護状態になった場合でも可能な限
り居宅で、その有する能力に応じ、自立した日常
生活を営むことができるように配慮しながら、サー
ビスの提供と介護予防事業に取り組みます。

介護保険事業

ボランティア体験講座（点字） 住吉地区自主防災訓練

① 少子高齢化や障がい者に対応した地域での支え
合いづくり
　◦ 見守り・支え合い推進事業
　  （地域みまもり隊）
　◦ふくし出前講座事業
　◦放課後等デイサービス事業
　◦ボランティア活動推進事業
②健やかな子育てと若者世代への支援
　◦ 福祉教育推進事業（ふれあいワークキャンプ・
Summer倶楽部ふくし）

　◦若者自立支援事業
　◦ 子育て支援センター事業（ベビープログラム・
出張ほのぼの家族）

③ 住民全体による健康増進や介護予防活動の推進
　◦ふれあい・いきいきサロン事業
　◦新発田中央地域包括支援センター運営事業
　◦介護保険事業

④ 地域での防災・防犯力の強化や避難行動要支援
者への支援
　◦災害に備えた体制整備
⑤ 利用者のニーズに応じた福祉サービスの量と質
の確保
　◦ 総合相談事業
　  （あんしん・ふくし相談会）
　◦成年後見支援事業
　◦ 孤立化による空家の増加を予防する多世代参
加型プログラム開発事業

　全体を通して、市内17の地区に地域の相談窓口
となる地区担当職員を設置し、計画策定の過程で
培った地域との顔の見える関係を維持しながら、
多様化する地域課題に対し適切に対応するために、
社協だからこそできる柔軟な自主事業を実施して
いきます。
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わ 　高齢を迎えた方のうち、多くの方々は住み慣れ
た地域での生活を望んでいることから、個人の尊
重と自立を基本としながら、在宅福祉及び在宅福
祉サービス事業の推進に努めます。

在宅福祉及び在宅福祉サービス事業の推進

　多様化する地域課題に対応し、住民一人ひとり
が必要な支援を受け、社会的なつながりをもちな
がら、住み慣れた地域で暮らしていけるよう支援
する体制を整えます。

総合相談事業

　子育て支援においては、子どもの一時預かりや
育児相談・各種イベント、プレイルームの開放な
どを行い、子育て世代を応援します。
　若者自立支援としては、ニート・引きこもりな
ど生きづらさを抱える若者世代を対象として、ボ
ランティア活動を通じての社会参加のきっかけ作
りを関係機関やボランティア団体と協力して取り
組みます。

子育て、若者支援事業

　障がい児・者が、地域において安心して暮らす
ことができるように、障がいの程度や特性に応じ
たサービス・相談支援を行います。また、福祉出
前講座等を通じて障がいについての理解を深める
事業も引き続き行います。

障がい児・者福祉の推進

　高齢者が健康で生きがいをもって暮らせるよう
事業を推進します。
　福祉センターでは、高齢者の健康づくりと休養・
ふれあいの場として一体的利用を図り、また温泉
を生かした休養と健康づくりの場として有効活用
されるよう努めます。

生きがい事業の推進

今年度 新発田市社会福祉協議会予算
予算総額 ９億4,609万2千円

地域福祉事業
259,870千円

ほうづきの里
食堂・売店事業
727千円

ほうづきの里
食堂・売店事業
727千円

指定管理事業
70,586千円
指定管理事業
70,586千円受託事業

30,773千円
受託事業
30,773千円

地域包括支援
センター事業
73,526千円

地域包括支援
センター事業
73,526千円

居宅介護支援事業
42,495千円

居宅介護支援事業
42,495千円

補助金・負担金事業
26,065千円

補助金・負担金事業
26,065千円

児童福祉事業
29,263千円
児童福祉事業
29,263千円

障がい者自立支援事業
6,576千円

障がい者自立支援事業
6,576千円

訪問介護事業
12,163千円
訪問介護事業
12,163千円

デイサービスセンター事業
296,063千円

デイサービスセンター事業
296,063千円

共同募金配分金事業
5,165千円

共同募金配分金事業
5,165千円

積立金事業
85,950千円
積立金事業
85,950千円

基金事業
2,219千円
基金事業
2,219千円

貸付事業
4,651千円
貸付事業
4,651千円

前期末資金収支残高
（前年度繰越金）
116,750千円

前期末資金収支残高
（前年度繰越金）
116,750千円

積立資産取崩収入
108,236千円

積立資産取崩収入
108,236千円

基金積立資産
取崩収入
2,463千円

基金積立資産
取崩収入
2,463千円

その他の収入
2,566千円
その他の収入
2,566千円

受取利息
配当金収入
173千円

受取利息
配当金収入
173千円

介護保険事業収入
364,802千円

介護保険事業収入
364,802千円

負担金収入
16,208千円
負担金収入
16,208千円
事業収入
18,933千円
事業収入
18,933千円
貸付事業収入
1,600千円
貸付事業収入
1,600千円

受託金収入
152,590千円
受託金収入
152,590千円

補助金収入
100,838千円
補助金収入
100,838千円

寄付金収入
156千円
寄付金収入
156千円

会費収入
8,402千円
会費収入
8,402千円

自費通所介護事業収入
293千円

自費通所介護事業収入
293千円

障がい福祉サービス等事業収入
38,952千円

障がい福祉サービス等事業収入
38,952千円

児童福祉事業収入
13,130千円

児童福祉事業収入
13,130千円

若者自立支援事業　ボランティア活動

6新発田市社協だより№377

わ
令和２年
５月15日

№ 399

令和２年度新発田市社会福祉協議会にボランティア登録された団体のご紹介をさせていただきます。（令和２年４月27日現在登録団体）
（五十音順）

№ 団　体　名 代 表 者 活　動　内　容
1 いじめから子どもを守ろうネットワーク 渡 辺　 葉 子 いじめ問題の渦中にある、お子様・保護者の救済
2 エコーアンサンブル 藤 井　 正 樹 楽器での演奏、ラテンから演歌まで幅広く披露します
3 おだまきの会 平 野　 ヒ デ 歌、踊り（民踊、新舞踊）、寸劇、その他
4 おはなしぱたぽん 大 矢　 礼 子 お話会の開催、情報交換等
5 音声訳　むぎの会 藤 田　 優 子 広報誌・コラム等をCDに音声訳し、視覚障がい者に送達する
6 拡大写本「結の会」 難 波　 静 司 弱視小学生、中学生用拡大教科書の製作
7 上館太鼓 佐 々 木　 明 上館祭りや盆踊り、新発田まつりや地域のイベントにて太鼓を披露

しています

8 がんばるワン新発田 佐 藤　 孝 子 動物ふれあい訪問
9 黄色いハンカチの会 小 竹　 敏 夫 福祉団体へ寄付、老人ホームへの慰問
10 傾聴ボランティア　サルビア 若 木　 純 子 高齢者や一人暮らしの方の話し相手や相談相手をし、心の援助をする
11 五ヶ字地区送迎ボランティア 神 田　 信 男 新発田市広域圏内の病院等の送迎
12 新発田あやめマジッククラブ 若 桑　 利 男 マジック演技の披露及び指導
13 しばたＩＲＯＲＩの会 片 山　 優 子 地域の伝説や民話を語り継ぎ、多くの人と感動や喜びを分かち合い、

親睦を図る

14 新発田音声パソコンフィンゲル 坂上　喜省穂 音声パソコンの練習、視覚障がい者の生活、福祉の情報交換
15 新発田ゲートボール連盟 木 村　 正 勝 ゲートボールで楽しく豊かな人生を！仲間と強い絆を！
16 新発田市囲碁将棋同好会 湯 浅　 昭 吉 介護施設等で囲碁将棋の対局相手
17 新発田市観光ガイドボランティア協会 権 瓶　 利 明 新発田城、清水園、寺町通り、城下町あるき等のボランティアガイド
18 新発田市給食ボランティアグループ 本 間　 修 70歳以上の介護認定を受けていない一人暮らし、高齢者世帯等に手

作りお弁当を安否確認も兼ねてお届けする

19 新発田市健民少年団 齋 藤　 敏 郎 野外活動や奉仕活動を通し、青少年の健全育成に寄与する
20 新発田市社会福祉を考える会 稲 葉　 正 美 社会福祉に関する学習会、介護・医療・年金等の相談会等を開催
21 新発田市消費者協会 石 井　 陽 子 身近な問題を中心に詐欺にあわないための啓発とエコ活動を実施中！
22 新発田市赤十字奉仕団 青 井　 敏 治 炊き出し訓練、福祉施設の除草、特老等の慰問、施設入所者との交流
23 新発田市地区腎友会 太 田　 民 穗 透析者の社会参加を容易にし生活の改善をする。ドナーカードの配布
24 新発田市農業サポートセンター運営協議会 長谷川　英一 農業サポート人材バンク　農業に興味のある方募集中！
25 新発田市ふれあい推進員協議会 島 　 　 仁 家庭ごみのごみ出し活動週１回（月延べ25回）及び施設催事のお手

伝い年１回活動

26 新発田手話サークル 佐久間　美子 手話を学び広める、ろうあ者の情報保障に関する活動、ろうあ者と
聴者との親睦を深める

27 新発田市立図書館利用者友の会 神 田　 良 子 会員相互の学習と交流を図り、図書館活動を通じて図書館とともに
成長する

28 新発田市立東小学校通学支援ボランティア 小 坂 井　 博 東小学校の子どもたちの登下校における通学支援とあいさつ運動
29 新発田市ろうあ協会 渡 辺　 伸 也 定例総会、茶話会、社会見学、研修旅行、新年会、耳の日フェスティバル
30 新発田市老人クラブ連合会 髙 澤　 榮 松 地域での奉仕活動（清掃活動等）、友愛訪問活動
31 新発田相撲甚句会 増 田　 末 吉 相撲甚句を継承、会員相互の協調と親睦を図ることを目的とする
32 新発田生活と健康を守る会 渋 谷　 仁 福祉制度の活用・促進、高齢者、障がい者の介護支援と制度活用の

促進等

33 新発田たすけあい 佐 藤　 文 子 有償家事援助（掃除・洗濯・買い物・調理）、介護（通院・病人・
障がい者）本町ふれあいルームの運営

34 新発田地区更生保護女性会 下 村　 昌 子 私たちと一緒に社会を明るくする活動に参加してみませんか。お待
ちしています

35 新発田中国語の会 本 間　 眞 澈 中国語学習をしながら中国人に日本語学習のお手伝いをしています
36 新発田テーブルマジッククラブ 坂 井　 正 人 カード・コイン等の専門マジッククラブ。出張マジックOK。会員

募集中

37 新発田点訳奉仕団まどかグループ 加 藤　 禎 点字図書製作・個人ニーズ対応の点訳、その為の勉強会や研修会
38 新発田友の会 稲村　トシヱ 家事や家計についての生活講習や家事家計講習会を行い、若い家庭

を支援する

39 新発田日本語教室 髙 橋　 紀 子 外国に関わる人達への日本語学習支援等
40 新発田病院・リウマチセンター病院ボランティア 神 田　 良 子 外来受診患者さんの手助け、院内の案内補助及び受付機や清算機の補助
41 新発田マジッククラブ 神 田　 博 福祉施設、町内会、敬老会、幼稚園等を訪問しマジックを披露
42 新発田わんわんパトロール隊 武 田　 隆 毎日の愛犬との散歩時防犯ベストを着用し、防犯防災に寄与する活

動を行う
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